１　報告事項（１）について（説明）

【報告事項】 令和３年度（2021年度）在宅医療専門部会の実績について

１　在宅医療専門部会について
　　令和３年度は、在宅医療専門部会を１回開催しました。道内において、新型コロナウィル
　ス感染症の感染拡大が続き、また、部会委員の多くが医療機関や介護保険サービス事業所
　で勤務していることを踏まえて、第１回を書面開催として令和３年７月１５日（木）に通
　知しました。会議の協議事項は、（１）令和４年度（2022度）在宅医療専門部会の計画につ
　いて、（２）北海道医療計画日高地域推進方針（中間見直し）の素案について、書面による
　検討をしていただきました。
第２回は令和４年２月中に書面開催を検討させていただきましたが、オミクロン株による感染拡大があり、中止といたしました。

２　在宅医療を進めるための多職種合同研修会について
　　毎年度、日高管内における「多職種連携。顔の見える関係づくり」を目的に研修会を開催
　してきましたが、令和３年度は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、研修会（集
　合研修）の開催を取りやめることとしました。
　　多職種連携を進めるための学習、地域の現状を共有し、課題について意見交換する場として、これまで多くの地域の在宅医療・介護関係者の参加が得られてきた研修会であり、在宅医療を推進するために、令和４年度は研修会の開催について、感染状況を見極めながら、開催方法も含めて検討していくこととしました。

３　日高管内在宅医療だよりの発行について
　　地域住民に対し在宅医療の普及啓発を行うため、令和元年度以降、「日高管内在宅医療だ
　より」を発行し、令和３年１２月～令和４年１月の町広報誌に折り込み配布をしました。
広報誌は普段から読んでいる高齢者も多く、広く普及啓発ができる媒体として、令和３年度は在宅医療サービスの一つである訪問歯科診療についてお知らせしました。
なお、便りの作成に当たっては、昨年度に引き続き、住民への普及啓発ワーキングを立ち上げ、澤谷委員、野島委員、栗林委員、髙慶委員にワーキング委員として御協力をいただき、ワーキングを１回開催し、「日高管内在宅医療だより」の案を作成いただきました。
また、立花委員からの御助言及び日高歯科医師会の御協力により管内の訪問歯科診療を実施している医療機関について情報提供をいただきました。
　
４　在宅医療専門部会通信の発行について
　　令和４年３月に日高振興局管内の保健・医療・福祉・介護の関係機関・団体に対し、在宅医療専門部会の活動を報告するとともに、在宅医療の提供体制の構築に向けた取組を周知
　するため、「在宅医療専門部会通信」を発行する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症
　の感染拡大が続き、事務局では同症の対応のため作成準備ができず、中止といたしました。



１　報告事項（２）について（説明）

【報告事項】 令和４年度（2022年度）在宅医療専門部会委員について

１　部会長について
　　部会長は、別紙日高保健医療福祉圏域連携推進会議在宅医療専門部会運営要領の第３条に
連携推進会議の委員の中から会長が指名した者をもって充てると定められており、これま
で保健福祉行政を所管されている日高管内各町の課長職の方に担っていただいております。
令和３年度は委員交代の年度でしたが、各位新型コロナウィルス対策業務の煩忙から後任部会長が決まらない状況でしたが、今年度７月６日、様似町保健福祉センター　保健福祉課長　佃武司氏に新たな部会長として就任いただきました。
　　改めまして、部会長をお引き受けいただき、厚くお礼申し上げます。
　また、専門部会設置当初から長年オブザーバーとして、部会活動に御尽力されてきた駒木先生が、昨年にご逝去されてから、後任不在の状況が続いていますので、日高医師会から新たに御推薦いただいた同会会員医師に就任を依頼中であることを申し添えます。
　


























２　協議事項（１）について（説明）

【協議事項】 令和４年度（2022度）在宅医療専門部会の計画について

１　在宅医療専門部会について
　　今年度は、在宅医療専門部会を１～２回開催の予定です。
　なお、第１回は、道内における新型コロナウイルス感染症の現下の状況を踏まえ書面により開催します。
　令和２年度以降、コロナ禍で集合式による対面で開催できたのは、令和３年２月に開催しました会議が最後となっております。委員の皆様から、書面開催で御意見をいただいてはおりますが、日高圏域の現状と課題について意見交換する場を設けることが難しい状況が続いております。
　そこで、今回会議において、各委員に対しアンケートを行い、地域の現状と課題及び令和４年度の部会活動等について御意見を伺いたいと考えております。
　アンケート結果、会議の場で検討が必要とされる圏域に共通する課題がありましたら、令和5年２月に第２回会議の開催を検討させていただきます。

２　在宅医療を進めるための多職種合同研修会について
　　今年度は、道内の新型コロナウイルス感染症の発生状況を踏まえ感染予防対策として、集
合型ではなく、Ｗｅｂ研修での開催を考えております。開催時期は令和４年１１月以降としています。
令和２年度第２回会議で協議しました「ケアマネジメントに焦点をあてた他職種の連携
　の進め方」（案）をテーマに、対象者が病院から在宅へ戻り、在宅での生活が安定するまで
　の間、それぞれのマネジメントを担う人達がどのような役割を担い他の職種と連携してき
　たか、各分野の講師をお招きして、講師の実践取組から日高地域における連携の進め方に
　ついて考える機会となるよう企画したいと思います。
　
３　日高管内在宅医療だよりの発行について
　　令和元年度以降、年１回発行してきましたが、これまで３年間の地域住民への普及啓発の
　成果を評価するとともに、今年度も、地域住民に対し在宅医療の普及啓発を行うため「日
　高管内在宅医療だより」を作成し、令和5年１月頃を目処に町広報誌に折り込み配布を考えています。
内容は、今回のアンケート結果によりテーマ及び内容・方法を選択し、具体内容やレイアウトについてワーキング委員と事務局で検討します。
なお、ワーキング委員は、書面開催の結果を受けて、事務局から個別に依頼させていただく予定としておりますので、御協力をお願いします。
　
４　在宅医療専門部会通信の発行について
　　今年度、日高振興局管内の保健・医療・福祉・介護の関係機関・団体に対し、在宅医療専
　門部会の活動を報告するとともに、在宅医療の提供体制の構築に向けた取組を周知するた
　め、「在宅医療専門部会通信」を作成し、令和５年３月に各関係機関・団体へ郵送します。

２　協議事項（２）について（説明）

【協議事項】 地域の現状と課題の把握について

１　アンケートの取り組みについて
　　報告事項（１）の１　在宅医療専門部会についての項で説明させていただきましたが、令和２年度の第２回会議以降、集合式で対面による会議を開催していません。
　　対面での会議は、参加されている委員同士で直接情報共有や意見交換ができ、非常に有効な手段ですが、新型コロナウイルス感染症の影響で、この２年間はその方法を取ることが困難な状況であったことから、圏域の現状と課題を充分に把握することができない状況が続いています。
　　そこで、日高圏域における在宅医療を推進する上で、以下のとおりアンケートを実施し、各委員からのご意見を伺えたいと考えています。
（１）地域の現状と課題について
　　　在宅医療の推進を図るため、各々の所属機関で把握されている地域の現状と課題をアンケート方式により取りまとめます。
　　
（２）令和４年度（2022年度）の部会活動について
　　　アンケートと一緒に、今年度の計画（案）とそれぞれの活動について、企画・内容に対する意見も伺いたいと思います。
　また、令和４年度も新型コロナウィルス感染症の発生状況により集合式開催が困難になることも想定されますので、今後の会議等の開催方法についても、併せて意見を伺いたいと考えています。
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